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ます。
葛飾区立中央図書館とは
年に２回ほど定期的な連絡
会を実施して意見交換や連
携事業を企画しています。
27年度は本学教員のおすすめの１冊を企画
し，葛飾図書館委員会を通じて募集した結
果，葛飾図書館長および図書館委員から７冊
に，推薦された紹介文を添えて葛飾区立の各
図書館に巡回展示いたしました。
また，図書館棟には，葛飾区立の「未来わ
くわく館」が併設されています。図書館では
未来わくわく館と連携して中学生向けの実験
授業を企画し，藤嶋昭・本学学長と蟹江壽・
前葛飾図書館長にご協力いただき，開催しま
した。
藤嶋昭・学長の実験授業時のアンケート結
果（自由記入欄）では「ノーベル賞候補の先
生から話をきけてよかった。光道管はとても
すごいと思い，光触媒は，とても役に立つと
思いました」との感想も寄せられました。
おわりに
今回の受賞は，多くの方々のご協力の賜物
です。今後もこの恵まれた施設を活かして，
教育と研究支援サービスの一層の充実を進め
て参ります。
葛飾図書館は，平成27年の第31回日本図書
館協会建築賞を受賞しました。審査の際に評
価された本学で最も新しい設備を活用した利
用者サービスについて以下に紹介いたします。
ICタグ
葛飾図書館に備えられている図書には，入
退館管理と図書の無断持出し防止のために
ICタグが貼付されています。本学図書館で
は初めての設備です。ICタグの長所は，入
退館ゲートや図書の貸借管理が正確であるこ
とと，蔵書点検時のデータの読み込みが速
く，作業時間が短縮される点です。
ノートPC貸出ロッカー
ノートPC貸出ロッカーは，利用が多い設
備の１つです。平成27年度は，１万606回の
貸出がありました。平成26年に利用アンケー
トを行いましたが，利用目的として「レポー
ト作成・資料作成」が最も多くなっていまし
た。なお，電源を切るとデータを初期化する
ソフトを導入しているため，個人情報の漏え
いはありません。
多目的室
多目的室は，１Fに２室（30席，36席）あ
り，研究室のゼミ利用では予約が必要です。
平成27年度は，175回の利用がありました。
ゼミの研究・発表の場所として連続的に利用
する研究室やホワイトボードに数式を書き込
んで話し合うグループが目にとまるなど，新
しく清潔な空間をうまく活用しています。
グループ学習ブース
２階には５室，各６席のグループ学習ブー
スがあります。予約制となっており平成27年
度は，581回の利用がありました。
デジタルサイネージと新入生ガイダンス
図書館のカウンター上部に120インチのデ
ィスプレー（デジタルサイネージ）が設置さ
れています。平成27年４月にこのサイネージ
を活用して例年行っている新入生向けの図書
館利用ガイダンスを試みました。
事前に各学科図書館委員の先生に新入生へ
の呼びかけ協力をお願いした結果，参加者は
前年の133人に対して446人（335％up）と大
幅に増加しました。また４月中の新入生の入
館者数，図書貸出冊数も前年より大幅に増加
しました。
１年間を通しても，27年度の貸出冊数を前
年度と比較すると，新入生以外の伸びは108
％であるのに対して，新入生の伸びは120％
となりました。
地域との連携
葛飾図書館では，設立時から葛飾区と本学
の連携協定に沿って，葛飾区立中央図書館と
協議を行い，区民への利用サービスを行って
います。27年度は1,188人の入館者，利用登録
者は250人，貸出冊数は617冊の利用がありま
した。区民の方は試験期間中以外は利用出来
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